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カワリハの出来事を皆様にお届け
4月・5月のおもなイベント

・4 月 1 日（金）、4 月 5 日（火）、4 月 6 日（水）前期オリエンテーション　　・4 月 4 日（月）入学式
・4 月 11 日（月）～ 4 月 15 日（金）篠原国家試験対策講座　　・4 月 17 日（日）オープンキャンパス
・4 月 19 日（火） 卒業研究発表会　　・4 月 29 日（金・祝）進学相談会　　・5 月 6 日（金） 園芸療法士認定証授与式
・5 月 7 日（土） 臨床実習指導者会議　　・5 月 15 日（日） 全学年保護者等懇談会
・5 月 21 日（土）大学院開学及び研究科竣工披露会　　・5 月 29 日（日） オープンキャンパス
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　2022 年 4月 4日 ( 月 ) に、大阪河
﨑リハビリテーション大学 令和 4
年度 入学式が河﨑記念講堂にて行
われました。理学療法学専攻 52 名、
作業療法学専攻 26 名、言語聴覚学
専攻 15 名に加え大学院リハビリ
テーション研究科 4名の入学が許可
されました。長い受験の日々を乗り
越え本学に入学されましたこと、心
よりお祝い申し上げます。

　4月17日（日）・5月29日（日）に、オープンキャンパスを実施しま
した。理学療法学専攻の体験授業では「肩関節の仕組みと運動」「実践
︕スポーツリハビリストレッチの種類と効果」というテーマに、複雑な
肩関節の仕組みを理解し、肩に負担がかからない運動の体験をしたり、
ストレッチの実技を体験し、その効果を体感したりしました。作業療法
学専攻の体験授業では、「“できた”を体験する作業療法」「体験︕作業
療法プログラム」をテーマに、フラワーアレンジメントを作成し成功体
験について学んだり、ゲートボールを行い、何の効果がある︖どんな配
慮が必要︖という疑問に触れつつ、体験したりしました。言語聴覚学専
攻の体験授業では、「ボクがSTを選ぶわけ(記憶の体験)」「音と聞こえ
︓どのようにして音が聞こえるのか」をテーマに、高次脳機能障害や言
語聴覚士のやりがいについて学んだり、音とそれを受け取る聞こえの不
思議について学びました。
　オープンキャンパスでは、その他にも、「入試対策講座」、「教育・
学生支援関連ガイダンス」、教員との「カワリハトーク」や学生スタッ
フによる「カワリハツアー」なども行いました。

オープンキャンパス

手話で自己紹介 初級編
4 月 28 日（木）にカ
ワリハ研修プログラム
「手話で自己紹介 _初
級編」を実施しました。
本学言語聴覚学専攻の
馬屋原先生による手話
の講座が行われ、多く
の学生が参加し、手話
による自己紹介などを
行いました。

入学式

大学院開学及び研究科棟竣工披露会
　5月21日（土）に大学院開学及び研究科棟竣工披露会を挙行しました。式
典では初めに、河﨑健人理事長、武田雅俊学長、酒井了貝塚市長からご挨拶
がありました。記念講演では武田雅俊学長から「新時代のリハビリテーショ
ン『精神医学・認知症リハビリテーションの視点から』」と題してご講演い
ただきました。活動報告では中村美砂研究科専攻長から「健康延伸・介護予
防に取り組む『つげさん健康教室から』」と題してご報告いただき、古井透
教授から「地域リハビリテーション研究会活動の10年」と題してご報告い
ただきました。その後、研究科棟を内覧しました。



新任教員着任挨拶

・オープンキャンパス

　6月 5日（日）

　6月 19 日（日）

　7月 10 日（日）

　7月 31 日（日）

・7月 24 日（日）進学相談会

・7月 25 日（月）～ 7月 29 日（金）

　１～ 3年生　前期末試験期間

【宇都宮 洋才 先⽣】 ■⾔語聴覚学専攻
 これまで和歌⼭県⽴医科⼤学を中⼼として様々な⼤学と共同で⾷品の機能性研究を
⾏ってきました。この研究の中で「⼤阪河﨑リハビリテーション⼤学」との共同研究を
通して、本学のコンパクトさがこれからの我々の研究の中⼼になりうると考え、本年度
より私の研究室と共に「⼤阪河﨑リハビリテーション⼤学」に移動してきました。
教職員はもちろん、学⽣の皆さん、更に地域の皆さんと共に共同して仲良く、また楽し
く研究活動を進めることができるよう皆さんのご指導、ご協⼒をお願い申しあげます。

【塚本 能三 先⽣】 ■⾔語聴覚学専攻⻑
 ⼤阪の⼤学の⾔語聴覚学専攻で 8 年間、教鞭をとってきました。これまでに、ＳＴとし
て旅⽴った教え⼦たちに、「STを楽しめるSTになってください。」と伝えてきました。また、
その⼤学での退職講演のテーマは「ボクが ST を好きな理由（わけ）」でした。ＳＴを楽し
む、ＳＴを好きなわけをじっくり皆さんにお伝えしたいと思っています。

【岸村 厚志 先⽣】 ■作業療法学専攻⻑
 私はサラリーマンを経験し 35 歳で作業療法⼠になりました。⾝体障害領域の病院で経
験を積み、専⾨学校で作業療法⼠の養成に関わってきました。48 歳で⼊学した修⼠課程
で⾏動分析学の研究の楽しさを学び、⾃らも研究を続け、指導に関わりたいという思いか
ら、カワリハに着任させて頂きました。⼀緒に作業療法⼠のすばらしさ、研究の楽しさを
学んでいきましょう。

【久保 峰鳴 先⽣】 ■理学療法学専攻
 私はスポーツや整形外科領域での臨床活動に加え、⼤学の研究員として主に運動学・
運動⼒学に関する研究に携わってきました。これまでの経験を活かし、本学の学⽣の皆
さんと共に学び、また研究推進のお役に⽴てるよう、努めて参ります。これからよろし
くお願い致します。

【河野 良平 先⽣】 ■⾔語聴覚学専攻
 私は和歌⼭県⽴医科⼤学で⾷品の様々な疾病に対する予防・改善効果といった “⾷品
の機能性” について⻑年研究および研究指導してきました。これからは、認知、コミュ
ニケーション、⾔語聴覚領域における⾷の有⽤性について研究し、⾼齢化社会や地域に
貢献していきたいと思います。学⽣の皆さんと⼀緒に研究できる⽇が来ることを楽しみ
にしています。

【上⽥ 有紀⼈ 先⽣】 ■⾔語聴覚学専攻
 私は三重県の出⾝で、これまで約 20 年間、三重⼤学医学部附属病院で臨床に携わっ
てまいりました。専⾨分野は失語・⾼次脳機能障害・認知症です。研究⾯におきまして
は、⾎管病変（頸動脈狭窄症など）に対する治療前後での認知機能の変化や神経機能画
像と認知機能との関連をテーマとしております。教員職として本学で新たな S T ⼈⽣
を歩みます。学⽣さんと共に成⻑していきたいと思っております。何卒、ご指導の程、
宜しくお願い申し上げます。

園芸療法士認定証授与式
5 月 6 日（金）に園芸療法士の認定証授
与式が行われました。園芸療法とは、園芸・
ガーデニングなどを通じて、障がいがあ
るかたの機能回復や症状改善を図るリハ
ビリテーションの一種です。

今後のお知らせ進学相談会
4月29日（金・祝）に進学相談会を実
施しました。各専攻の内容や入試・奨
学金についての説明を行い、カワリハ
ツアーを体験していただきました。次
回の進学相談会は、7月24日（日）です。


